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目指すパーソナルブランドとは？

• 聞いた人が「それ興味ある！」「もう少し詳しく聞かせて！」

と前のめりになる

• できれば自己実現欲求、せめて承認欲求か所属と愛の欲求で捉

えられ、人に話したくなるストーリーが含まれている

• 顧客ニーズが発生した時に、最初に思い出してもらえる
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パーソナルブランドを明確にする

① あなたの体験・経験・知識・スキル・リソースに高く価値を感じる人は誰？（3人くらい）

② なぜ相手はそれに価値を高く感じるのか？（相手の高次の欲求から考えてみよう！）

③ その人が現在抱えている課題は何？解消されない不満は何？

④ そのことに対し誰にいくら払っているか？その課題によってどんな不利益・損失を被っているか？
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パーソナルブランドを明確にする

⑤ その人にあなたが提供できるサービスは何？（現時点で提供できなくても、これから身に付けるものでもOK！）

⑥ その中からあなたが一番提供したいものはどんなサービス？

⑦ それによって相手の課題はどうなる？残る課題は何？

⑧ 残った課題を解決できるとしたらそれは何？
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パーソナルブランドを明確にする

⑨ パーソナルブランド・コンセプト（どんな人がどんな課題をどの位解消し、どんなサクセスを手に入れられる）

⑩ そのコンセプトは、あなたのミッションやビジョンと整合性が取れていますか？
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パーソナルブランドと4つの専門領域

専門領域１（ ）
□

□

□

□

（ ）専門領域２
□

□

□

□

専門領域３（ ）
□

□

□

□

（ ）専門領域４
□

□

□

□

パーソナルブランド = 専門領域１ × 専門領域２ × 専門領域３ × 専門領域４

パーソナルブランド
・コンセプト

専門分野は、現時点で高い知識やスキルを持っていなくても、それを高め続けることが楽しいものであればOK！
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自己紹介

名前、仕事、ニックネーム

ゲルプロ受講の目的

受講後（パーソナルブランド）の活かし方
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パーソナルブランドを身に付けるために

第一印象テストの結果を見て、各自検討しましょう！

変えるところ（髪型、服装、話し方、姿勢・・・）

気付いたところは？

変えないところ、伸ばすところ
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パーソナルブランドを明確にする

① あなたの体験・経験・知識・スキル・リソースに高く価値を感じる人は誰？（3人くらい）

Ⓐさん 大手コンサルなどや従業員募集などで、年間で500万円程度払っている。
Ⓑさん お金はあまり払っていないが、本業とは別でアルバイトをしており、自分の時間がほとんどない。
Ⓒさん 研修費用・募集費用などを含め、年間200万円程度払っている。頑張って育てたスタッフも離職が多く、

教育費やその間の給料も考えると、更に300万円程度無駄になっている。

Ⓐさん お茶やスイーツを製造販売している社長
Ⓑさん サラリーマンをしながらYahoo!ショッピングでカフスボタンを販売している
Ⓒさん ラーメン店を2店舗経営しており、更に1店舗拡大しようとしている社長

② なぜ相手はそれに価値を高く感じるのか？（相手の高次の欲求から考えてみよう！）

Ⓐさん 価格競争から脱却し利益を増やし従業員が幸せを感じながら仕事をして欲しいから
Ⓑさん 他店より高くても売れるブランディングの構築方法とそれをネットショップに活かす方法を手に入れ、

独立・起業し思いやりのある社会の貢献したいから
Ⓒさん ラーメン店を通して従業員も自分自身を鍛え高め、挑戦し続ける社会を目指すときに、理念が浸透した

組織づくりにブランディングやファン客を育てるマーケティングが必要だから

③ その人が現在抱えている課題は何？解消されない不満は何？

Ⓐさん 競合との価格競争を脱却し、利益を増やしていきたい。新商品を投入しても頭打ち。社員の離職も多い。
Ⓑさん 売り上げが伸びない。伸ばす方法もわからない。何から手を付けて良いか分からない。
Ⓒさん 売り上げが頭打ちなのは、スタッフの自立が必要だと思っていて、自分も含めて色んな研修も行ってきたが、

その活かし方がわからない。

④ そのことに対し誰にいくら払っているか？その課題によってどんな不利益・損失を被っているか？
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パーソナルブランドを明確にする

⑤ その人にあなたが提供できるサービスは何？（現時点で提供できなくても、これから身に付けるものでもOK！）

そのプログラムで知識とスキルとツールを手に入れることで、手に入れたい未来の実現を確信できることが前提で、
そのプログラムを継続できるしくみが明確になっており、これなら続けることが苦手な自分でもできるというしく
みが揃っている。

Ⓐさん ブランド構築、ファン作りマーケティング、ネットショップ企画・構築、ネットショップマーケティング
Ⓑさん ブランド構築、ファン作りマーケティング、ネットショップ企画・構築、ネットショップマーケティング
Ⓒさん 理念・ブランド構築・浸透、ファン作りマーケティング、従業員教育、組織活性化、

⑥ その中からあなたが一番提供したいものはどんなサービス？

他社との違いを明確にした商品ブランドを構築し、そのコンセプトに共感してくれるファンを育てていく仕組みを盛
り込んだネットショップを構築して、商品を販売するだけでなくファンも増やしていけるサービス。

⑦ それによって相手の課題はどうなる？残る課題は何？

他社との違いを盛り込んだ商品やストーリーを提供することで、競合との価格競争から脱却できるだけでなく、継続
してリピート購入してくれるファンを増やせ、利益の継続性を保つことがきできる。課題はそのプログラム全体の知
識を継続して積み重ねることや、ネットショップの構築という新たな知識やスキルを身に付けるのに時間がかかる為、
やり続けることができるか不安がある。

⑧ 残った課題を解決できるとしたらそれは何？
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パーソナルブランドを明確にする

⑨ パーソナルブランド・コンセプト（どんな人がどんな課題をどの位解消し、どんなサクセスを手に入れられる）

こだわりのオリジナル商品を作っている人が、ネットショップで販売するだけでなく多くのファンを作り、短期間で
安定的に売上を確保できる

⑩ そのコンセプトは、あなたのミッションやビジョンと整合性が取れていますか？

私のミッションは、
「夢を追いかけ、夢を手伝い、成長し続けられる社会の実現」
です。
「こだわりのオリジナル商品を開発して、多くの人に喜んでもらいたい」という夢を継続的に実現するためのプログ
ラムであり、整合性はバッチリである。
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パーソナルブランドと4つの専門領域

専門領域１（独自ブランドの規格・開発）
□あなた独自の事業ブランドを見つける

□価値を最大化する仕組みの構築

□月商100万円達成の構造設計

□

（ファン作りマーケティング）専門領域２
ファン客育成のステップと提供情報□

見込客集客のための提供情報□

リスティング広告設定□

情報発信でファン客育成と集客を実現する□

相互支援の顧客コミュニティを形成する□

専門領域３（ネットショップ構築）
□重要キーワードとサイト構成

□サイト企画設定と構築

□ページ構成とデザイン

□商品ページの構成

（目標達成マネジメント）専門領域４
行列ショッププログラムの設計図を理解する□

ゴール・目標設定と日々のチェック□

外注化の仕組みを構築し、月商500万円を目指す□

□

パーソナルブランド = 専門領域１ × 専門領域２ × 専門領域３ × 専門領域４

こだわりのオリジナル商
品を作っている人が、
ネットショップで販売す
るだけでなく多くのファ
ンを作り、短期間で安定
的に売上を確保できる

パーソナルブランド
・コンセプト

専門分野は、現時点で高い知識やスキルを持っていなくても、それを高め続けることが楽しいものであればOK！


